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甘辛チャンネル 

自然の偉大さと恐ろしさ 

 

ペ
ル
シ
ャ
文
明
展 

煌
め
く
七
千
年
の
至
宝 

 
 
 
 
 

を
鑑
賞
し
て 

 

場
所
…
大
阪
歴
史
博
物
館 

 

今
か
ら
36
年
前
日
本
と
イ

ラ
ン
の
間
で
基
本
協
定
が
結

ば
れ
た
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
、
１
９
８
８
年

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
で
中

断
す
る
ま
で
の
約
６
年
間
、

イ
ラ
ン
に
駐
在
し
て
、
ペ
ル

シ
ャ
文
化
に
非
常
に
親
し
み

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

最
初
に
イ
ラ
ン
に
入
国
し
た

の
が
イ
ス
ハ
ハ
ン
空
港
で
イ

ラ
ン
の
古
都
（
ペ
ル
シ
ャ
王

国
の
都
）
で
あ
っ
た
こ
と
も

関
心
を
深
め
た
理
由
か
も
し

れ
な
い
。 

 

ペ
ル
シ
ャ
の
歴
史
は
、
先

史
時
代
を
含
め
る
と
お
よ
そ

七
千
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。 

 

紀
元
前
６
世
紀
に
興
っ
た

ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ャ
は
、

西
は
エ
ジ
プ
ト
か
ら
東
は
イ

ン
ド
亜
大
陸
に
至
る
広
大
な

領
土
を
支
配
す
る
「
帝
国
文

明
」
を
誇
り
、
当
時
の
世
界

最
高
の
水
準
を
誇
る
建
築
、

美
術
、
工
芸
品
を
今
に
伝
え

て
い
る
。
な
か
で
も
、
金
属

加
工
技
術
の
粋
を
集
め
た
金

製
品
に
は
目
を
み
は
る
も
の

が
あ
る
。 

世
界
最
古
の
「
帝
国
文
明
」

と
さ
れ
る
ペ
ル
シ
ャ
文
明
の

多
種
多
様
な
遺
品
を
は
じ
め
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
・
ペ
ル

セ
ポ
リ
ス
か
ら
出
土
し
た
彫

像
な
ど
イ
ラ
ン
国
立
博
物
館

の
所
蔵
品
を
中
心
と
す
る
名

品
二
百
余
点
に
よ
り
、
東
西

交
流
の
拠
点
で
あ
っ
た
ペ
ル

シ
ャ
の
美
と
歴
史
の
ひ
ろ
が

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

有
翼
ラ
イ
オ
ン
の
黄
金
の

リ
ュ
ト

ン 

前

五
五
〇

―
前
三

三
〇 

リ
ュ
ト

ン
（
角
杯
）
先
端
部
が
、
ア

ケ
メ
ネ
ス
朝
に
典
型
的
な
モ

チ
ー
フ
で
あ
る
「
有
翼
ラ
イ

オ
ン
」
の
上
半
身
で
表
さ
れ

て
い
る
。 

特
に
眼
の
下
に

表
現
さ
れ
た
涙
形
の
皺
は
、

ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
の
ラ
イ
オ
ン

図
像
の
特
徴
で
、
ラ
イ
オ
ン

は
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
王
家
の
紋

章
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。 

 

無
頸
壺 

前
五
千
年
紀
前

半 

 

イ
ラ
ン
高

原
の
新
石
器

時
代
に
特
徴

的
な
彩
文
土

器
。
赤
い
地
に
黒
色
顔
料
で

幾
何
文
、
動
物
文
が
描
か
れ

て
い
る
。
横
一
列
に
連
な
る

動
物
意
匠
は
か
な
り
様
式
化

さ
れ
て
い
る
が
、
角
を
強
調

し
た
表
現
か
ら
、
当
時
も
っ

と
も
身
近
に
い
た
家
畜
の
、

羊
あ
る
い
は
山
羊
と
思
わ
れ

る
。 

 

黄
金
の
杯 

前
五
五
〇-

前
三
三
〇
年 

く
び
れ
の
あ

る
金
製
杯
で
、

く
び
れ
部
に

は
楔
（
く
さ

び
）
形
文
字

の
銘
文
、
く
び
れ
よ
り
下
部

に
は
菊
花
状
の
花
弁
文
様
が

施
さ
れ
て
い
る
。
底
部
中
央

に
は
持
ち
や
す
い
よ
う 

に

指
を
入
れ
る
窪
み
が
あ
る
。

銘
文
は
、
「
ク
セ
ル
ク
セ
ス 

偉
大
な
王
」
と
読
む
こ
と
が

で
き
る
。 

 
 

Ｓ
．
Ｏ 

 
 
 
 
 
 
 

 

災
は
忘

れ
た
頃
に

や
っ
て
来

る
、
で
も

数
年
前
の

新
潟
中
越

地
震
、
ま

だ
記
憶
に

新
し
い
能

登
半
島
地
震
、
忘
れ
な
い
う

ち
に
ま
た
新
潟
県
中
越
沖
地

震
と
天
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

「
地
震
・
雷
・
火
事
・
お
や

じ
」
と
恐
ろ
し
い
も
の
の
例

え
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

で
も
科
学
の
進
歩
に
依
り

活
断
層
調
査
、
地
震
予
知
も

研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し･

･
･

ど
ん
な
に
頑

張
っ
て
も
自
然
に
は
打
ち
勝

つ
こ
と
が
出
来
な
い
と
つ
く

づ
く
感
じ
た
。 

 

阪
神
大
震
災
の
時
に
は 

高
槻
で
も
、
家
具
が
傾
い
た

り
、
棚
の
上
の
物
が
落
下
し

た
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
家

屋
に
被
害
が
あ
っ
た
様
で
す
。 

 

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

と
は
言
わ
れ
ま
す
。
震
災
後

は
自
分
自
身
を
証
明
出
来
る

物
（
保
険
証
な
ど
）
、
懐
中

電
灯
、
ス
リ
ッ
パ
（
ガ
ラ
ス

を
踏
ま
な
い
為
に
）
等
を
枕

元
に
置
い
て
就
寝
し
ま
し
た
。 

 

用
心
深
い
方
は
、
震
災
の

教
訓
を
生
か
し
て
非
常
時
の

用
意
を
し
て
お
ら
れ
る
事
で

し
ょ
う
が
、
「
喉
も
と
過
ぎ

れ
ば
暑
さ
忘
れ
る
」
私
自
身

全
く
其
の
通
り
で
今
で
は
全

く
無
防
備
で 

就
寝
し
て
い

ま
す
。
改
め
て
天
災
の
恐
ろ

し
さ
を
感
じ
ま
す
。 

被
災
さ
れ
た
方
達
が
心
も

身
体
も
元
の
笑
顔
に
戻
っ
て

下
さ
る
事
を
心
よ
り
念
じ
て

い
ま
す
。 

 
 

Ｎ
．
Ｙ 

 
 

梅
干
を
漬
け
る 

・
・
・
福
井
梅
・
・
・ 

種
が
小
さ
く
果
肉
が
厚
い
の

が
福
井
梅
の
特
徴
で
す
。 

 

主
に
梅
酒
・
シ
ロ
ッ
プ
漬

け
に
使
い
ま
す
。 

梅
干
の
薬
効･

･
･

浄
血
作
用 

解
毒
作
用
・
食
欲
増
進
・
疲

労
回
復
・
老
化
防
止 

梅
干
の
効
用･

･
･

肝
臓
の
働

き
を
強
め
血
液
浄
化
、
酸
性

体
質
を
改
善
、
高
血
圧
脳
出

血
を
予
防
し
ま
す
。 

 
 
 

作
り
方 

 
 
 
 

梅
一
キ
ロ 

 

塩
二
百
ｇ 

 

ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
少
々 

 

梅
干
の
塩
分
を
抜
く
方
法 

梅
干
五
百
ｇ
を
水
３
㍑
の
中

に
い
れ
、
塩
小
匙
一
杯
を
加

え
て
か
き
混
ぜ
ま
す 

 

約
12
時
間
後
に
塩
水
を
捨

て
て
、
再
び
水
３
㍑
塩
小
匙

一
杯
入
れ
て
か
き
混
ぜ
12
時

間
置
く
と
抜
け
ま
す
。 

 

塩
抜
き
し
た
梅
は 

醤

油
・
か
つ
お
節
な
ど
で
味
付

け
し
て
冷
蔵
庫
に
保
存
し
ま

す
。 

 
 
 
 

Ｍ
．
Ｋ 

 

会 
員 
だ 

よ 

り 

ハナショウブ 
学名：Iris ensata 

科、属：アヤメ科、アヤメ属。 

和名：ショウブと呼ばれることが多いが、

ハナショウブが正しい。 

 ものの区別が付けにくい事を「いづれが

アヤメかカキツバタ」と言います。 

 本当のショウブはサトイモ科で端午の節

句の菖蒲湯に使われるもので、花はまった

く違う。 

 菖蒲園で鑑賞しているものは、ハナショ

ウブ（花菖蒲）で原種はノハナショウブで

す。 一面の菖蒲園には青紫、赤紫、紅紫、

白、絞り等等の花を一望して楽しみますが、

鉢植えにして展示してもまじかに見て楽し

めました。   城北公園の菖蒲園は、平日

の花盛りには大勢のお年寄りや幼稚園児な

ど、また介護施設の車椅子に乗った人々が

一日楽しんでいました。    Ｔ．Ｎ      

 

四 季 彩 

 

味

Ｗ

Ａ

Ｙ 


